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昨
年
の
秋
以
降
、
金
融
危
機
が
世
界
を
襲
い
経

済
停
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
将
来
的
に
大
き
な
成
長
が
見
込
ま

れ
て
い
る
分
野
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
航
空
産

業
が
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

航
空
産
業
界
は
最
先
端
の
革
新
技
術
を
結
集
し

て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
た
製
品
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
世
界
で
も
優
秀
な
頭
脳
が
集
ま

る
業
界
で
す
。
日
本
が
現
在
の
不
況
を
脱
出
し
、

将
来
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
上
で
、
航

空
産
業
は
大
き
な
役
割
を
担
う
で
し
ょ
う
。
世
界

の
航
空
需
要
は
堅
調
で
、
今
後
二
〇
年
間
で
年
率

約
五
％
の
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
〇

一
六
年
ま
で
に
約
二
四
、三
〇
〇
機
の
旅
客
機

（
一
〇
〇
席
以
上
）
と
貨
物
機
の
需
要
が
あ
り
、

金
額
ベ
ー
ス
で
は
二
・
八
兆
ド
ル
も
の
市
場
で
す
。

航
空
産
業
界
に
は
機
体
を
生
産
す
る
メ
ー
カ
ー

だ
け
で
な
く
、エ
ン
ジ
ン
・
メ
ー
カ
ー
や
部
品
メ
ー

カ
ー
な
ど
も
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
企
業
も
最

先
端
の
技
術
を
駆
使
し
付
加
価
値
の
高
い
競
争
力

の
あ
る
製
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

欧
州
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
エ
ア
バ
ス
は

一
九
七
〇
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は

一
〇
〇
座
席
以
上
を
有
す
る
世
界
の
航
空
機
市
場

で
毎
年
五
〇
％
前
後
の
受
注
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
度
は
七
七
七
機
を
受
注
し

五
四
％
の
シ
ェ
ア
を
、
ま
た
四
八
三
機
を
引
き
渡

し
五
六
％
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
ま
し
た
。
受
注
残

数
は
三
、七
〇
〇
機
以
上
で
、
現
在
の
生
産
レ
ー

ト
で
七
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
長
期
的
視
点
に
立

て
ば
航
空
産
業
の
将
来
は
非
常
に
明
る
い
と
言
え

る
の
で
す
。

航
空
機
製
造
に
お
い
て
は
世
界
的
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
確
立
さ
れ
、
部
品
調
達
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
航
空
会
社
も
最
近
で

は
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
ま
す
。
国
境
を

越
え
た
合
従
連
衡
の
拡
大
や
外
国
投
資
の
規
制
撤

廃
な
ど
の
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
他
、
各
地

で
低
コ
ス
ト
航
空
会
社
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
航

空
需
要
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
や
運
航
に
伴
う
人
材
育
成
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
。
こ
こ
に
も
経
済
発
展
の
潜
在
性
が

見
て
取
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
世
界
の
動
き
は
日
本
に
と
っ
て
何

を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
よ
う

に
人
口
密
度
が
高
く
、
し
か
も
周
囲
を
海
に
か
こ

ま
れ
て
い
る
国
に
と
っ
て
、
航
空
輸
送
の
重
要
性

は
強
調
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
を

含
め
た
ア
ジ
ア
の
航
空
輸
送
の
成
長
は
世
界
平
均

を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
航
空
産
業

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
航
空
産
業
に
戦
略
的
に
資
源
を
集
中
す

る
こ
と
で
、
日
本
が
得
意
と
す
る
モ
ノ
造
り
技
術

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な

く
、
経
済
的
・
政
治
的
に
も
利
益
を
得
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。
日
本
は
先
端
技
術
力
、
製
造

ノ
ウ
ハ
ウ
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
、
財
務
管
理
の
ど
れ

を
と
っ
て
も
優
秀
で
あ
り
、
世
界
の
航
空
産
業
界

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
能
力
を
備
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
、「
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
は
、
航
空
産
業
が
二
一
世
紀
に

お
け
る
日
本
の
繁
栄
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
も
た
ら

す
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
ア
イ
デ
ア
だ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
私
は
日
本
の
航
空
産
業
が
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
エ
ア

バ
ス
が
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
光

栄
で
す
。

（敬称略）小長啓一→野々内隆→根來泰周→石弘光→武藤敏郎→高橋温→増田寛也→西澤潤一→内田盛也→中原恒雄→今井敬→室伏稔→上島重二→
西室泰三→依田巽→重延浩→吉村作治→中川武→池内克史→中島秀之→元村有希子→石倉洋子→内永ゆか子→秋池玲子→冨山和彦→五藤信隆→伊藤
公平→吉田晃→森浩生→井田純一郎→前田伸→澁谷耕一→蓑田秀策→武内英史→大澤真→谷口智彦→渋澤健→野田智義→三谷宏幸→グレン・Ｓ・
フクシマ

※本コーナーは、弊会ホームページでもご覧いただけます。

リレーエッセイ 今月のご執筆者に次号のご執筆者をご紹介いただいております。

次
号
は
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
、

柏
木
茂
雄
氏
に
お
願
い
し
ま
す
。

1972年スタンフォード大学卒業。その後、
ハーバード・ビジネス・スクールおよびハー
バード・ロー・スクール卒業。フルブライ
ト研究員として東京大学法学部でも研究。
1985年から1990年にかけて米国大統領府
通商代表部（USTR）で米国通商代表補代理
として日本と中国を担当。1990年以降、民
間企業で要職を歴任。2005年より現職（エ
アバスS.A.S上級副社長兼任）。在日米国商
工会議所元会頭、経済同友会幹事。

日
本
に
経
済
発
展
を

　
　
　

も
た
ら
す
航
空
産
業

エ
ア
バ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長　

グ
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ン
・
Ｓ
・
フ
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シ
マ


